
　「誰もが安心して暮らせる福祉のまち
づくり」を進めるために、地域の皆さんや
ボランティア、保健、福祉、医療、教育等の
関係機関などが協力しながら共に考え、
実行していく、民間の団体です。社会福祉
協議会は通称「社協（しゃきょう）」と
言われています。

社会福祉協議会とは
あな
たの熱

意を地域福祉へ！！

引き続き
ご支援を

お願いします。

佐野市社協
職員募集

詳しくは12ページをご覧ください。

令和6年能登半島地震で被災された方 を々支援するため、

災害義援金の街頭募金を
行いました。

皆様からの義援金は、中央共同募金会を通じて、
石川・富山・新潟・福井・各県の被災者へお渡しいたします。

フェドラP&D佐野

佐野市観光物産会
館

第42回「福は市」会場

道の駅どまんなかたぬま

Sano Shakyo

77 2024.5.1 編集発行/社会福祉法人  佐野市社会福祉協議会
佐野市大橋町3212-27 ☎（22）8100 FAX（22）8199

さの社協だより 検索<ホームページ>https://www.sanoshakyo.or.jp/ <Eメール>soumuhukushi@sanoshakyo.or.jp

「
さ
の
社
協
だ
よ
り
」
は
、
皆
様
か
ら
の
会
員
会
費
と
共
同
募
金
配
分
金
を
財
源
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。
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21

市民参加による
自立したまちづくり

事業計画・予算令和6年度
佐野市社会福祉協議会 ●事業計画●

※法令等に基づくもの、固有名詞を除き、「障がい」と表記しています。

1 福祉意識の醸成に向けた情報発信
2 地域福祉を推進する人材の養成
3 地域福祉活動団体等への活動支援
4 多様性を認め合う地域づくりの推進

重点目標

手話講習会
の様子

重点目標

新春将棋大会
の様子

地区社会福祉協議会 
連絡会議の様子

地域福祉推進の体制づくり 

地域住民等が集う拠点の整備
地域住民の主体的な活動参加への支援
分野横断や多機関の協働による
包括的な相談支援体制の構築
官民協働や補助事業活用の促進

1 
2 
3 

4

1 心と体の健康づくりや地域医療体制の充実
2 子ども・子育て支援の充実
3 高齢者の福祉の充実
4 障がい児者の福祉の推進
5 移動サービス（公共交通等）の推進

権利擁護の推進
防犯意識の高揚と防犯体制の整備
交通安全の啓発と交通安全施設の整備
地域で安心して暮らせる防災力の向上
生活困窮者等への自立支援の推進
市と社会福祉協議会との連携強化

1 
2 
3 
4
5
6

重点目標

重点目標

共同募金会佐野市支会の運営
（2023佐野市ふくしフェスタにて）

予算：15,446千円 予算：402,714千円

予算：89,739千円 予算：402,101千円

健やかで元気に暮らせる
まちづくり

快適により安全で
安心して暮らせるまちづくり
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貸付事業収入

事業収入

介護保険
事業収入

障がい福祉
サービス等事業収入

受取利息
配当金収入

その他の収入

基金積立資産
取崩収入

積立資産
取崩収入

事業区分間
拠点区分間
サービス区分間
繰入金収入

前期末支払
資金残高

社会福祉事業
74%

公益事業
13%

収益事業
1%

当期末支払
資金残高
12%

社会福祉事業
74%

公益事業
13%

収益事業
1%

当期末支払
資金残高
12%

会費収入
寄付金収入

法人運営事業

生活支援体制整備事業
地域福祉推進事業
調査・広報・啓発事業
ボランティア活動推進事業
共同募金配分金事業
高齢者生きがい活動支援通所事業

福祉サービス
運営事業

介護保険事業
児童福祉
事業高齢者

福祉センター
管理経営事業

売店事業 当期末支払
資金残高

老人福祉
センター
管理経営事業

地域包括
支援センター
運営事業

経常経費
補助金収入

受託金収入

小口貸付資金事業
生活福祉資金貸付事業
日常生活自立支援事業
生活困窮者自立相談支援事業
法人後見事業　

※3

※3

※2

※2
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3 

4
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地域で安心して暮らせる防災力の向上
生活困窮者等への自立支援の推進
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1 
2 
3 
4
5
6

重点目標

重点目標

共同募金会佐野市支会の運営
（2023佐野市ふくしフェスタにて）

予算：15,446千円 予算：402,714千円

予算：89,739千円 予算：402,101千円

健やかで元気に暮らせる
まちづくり

快適により安全で
安心して暮らせるまちづくり

（単位：千円）

勘　定　科　目 本年度予算額

事
業
活
動
収
入

会費収入 10,845 
寄付金収入 2,060 
経常経費補助金収入 183,895 
受託金収入 261,236 
貸付事業収入 646 
事業収入 17,901 
介護保険事業収入 121,754 
障害福祉サービス等事業収入 35,592 
受取利息配当金収入 713 
その他の収入 279 

そ
の
他
の
活
動
収
入

基金積立資産取崩収入 75,000 
積立資産取崩収入 26,000 
事業区分間繰入金収入 13,632 
拠点区分間繰入金収入 28,882 
サービス区分間繰入金収入 31,553 

前期末支払資金残高 223,012 

収入合計 1,033,000 

（単位：千円）
事業 
区分 サービス　区　分 本年度予算額

社
会
福
祉
事
業

法人運営事業 340,830
生活支援体制整備事業 8,429
地域福祉推進事業 9,224
調査・広報・啓発事業 6,252
ボランティア活動推進事業 2,226
共同募金配分金事業 7,172
高齢者生きがい活動支援通所事業 4,881
福祉サービス運営事業 54,606
小口貸付資金事業 660
生活福祉資金貸付事業 15,956
日常生活自立支援事業 10,421
生活困窮者自立相談支援事業 20,832
法人後見事業 1,000
介護保険事業 113,040
児童福祉事業 47,290
老人福祉センター管理経営事業 123,453

公
益 

事
業

地域包括支援センター運営事業 107,846
高齢者福祉センター管理経営事業 23,069

収
益 

事
業 売店事業 12,813

当期末支払資金残高 123,000

支出合計 1,033,000

１,０３３,０００千円収入

１,０３３,０００千円支出

収入

支出

貸付事業収入

事業収入

介護保険
事業収入

障がい福祉
サービス等事業収入

受取利息
配当金収入

その他の収入

基金積立資産
取崩収入

積立資産
取崩収入

事業区分間
拠点区分間
サービス区分間
繰入金収入

前期末支払
資金残高

社会福祉事業
74%

公益事業
13%

収益事業
1%

当期末支払
資金残高
12%

社会福祉事業
74%

公益事業
13%

収益事業
1%

当期末支払
資金残高
12%

会費収入
寄付金収入

法人運営事業

生活支援体制整備事業
地域福祉推進事業
調査・広報・啓発事業
ボランティア活動推進事業
共同募金配分金事業
高齢者生きがい活動支援通所事業

福祉サービス
運営事業

介護保険事業
児童福祉
事業高齢者

福祉センター
管理経営事業

売店事業 当期末支払
資金残高

老人福祉
センター
管理経営事業

地域包括
支援センター
運営事業

経常経費
補助金収入

受託金収入

小口貸付資金事業
生活福祉資金貸付事業
日常生活自立支援事業
生活困窮者自立相談支援事業
法人後見事業　

※3

※3

※2

※2

●資金収支予算●
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１　『健やかで元気に暮らせるまちづくり』
２　『快適により安全で安心して暮らせるまちづくり』
３　『市民参加による自立したまちづくり』
４　『地域福祉推進の体制づくり』

基本理念の実現に向けて、4つの基本目標を地域福祉
計画と地域福祉活動計画の共通のものとし、それぞれ
の役割に沿った施策を総合的に展開します。

本計画は、地域福祉の一層の充実を図ることを目的に、佐野市と協働し、市で定める
第４期佐野市地域福祉計画と一体的に策定しました。内容は、ホームページにてご覧
になれます。(URL:https://www.sanoshakyo.or.jp/)　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

計画期間：2024年度～ 2028年度

基本目標

基本理念 みんなが
行事や活動に
参加する

集　う

お互いが
心をかよわせ、
理解する

ふれあう

お互いを
思いやり、
助け合う

支えあう

「みんなが集い ふれあい 支えあうまちづくり」

基本目標とは・・・

第４次佐野市地域福祉活動計画を策定しました。

　佐野市社会福祉法人連絡会設立総会を３月15日（金）
に総合福祉センターで開催しました。連絡会には、佐野市
内で活動する社会福祉法人19法人が参加しています。
　今後の取り組みは、情報交換や研修会等を通じて佐野市
の福祉の充実、向上、発展に貢献できるよう連携協力を
深めていきます。また、総会後は、東京福祉大学・大学院
社会福祉学部准教授、北爪克洋氏を講師に迎え「ネット
ワーキング」と題して社会福祉法人連携について、具体的
事例を交えてご講話いただきました。

愛光園
縁盛会
桜和会
恵明会

佐野市社会福祉法人連絡会を設立しました。

佐野市社会福祉法人連絡会　参加法人名簿（50音順）

佐野福祉会
三松会
森友会
瑞宝会

誠泉会
つめくさ会
常盤福祉会
徳知会

とちのみ会
ひまわり会
ブローニュの森
報徳会

マロニエ
裕母和会
佐野市社会福祉協議会
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●佐野高校サッカー部OB会 ……………14,176円

●中井龍尊…………………………………56,789円

●佐野日本大学高等学校・

　佐野日本大学中等教育学校生徒会……14,411円

●篠崎建設(株)築幸会……………………58,592円

●ベルク佐野田沼店　お客様一同………37,345円

●種徳院梅花講……………………………30,000円

寄付金（敬称略）
●吉田正……………………………………玄米　30㎏6袋
●BBステーション佐野田沼インター店……お菓子　段ボール4箱
●ピーエスブランド佐野店 ………………お菓子　段ボール2箱
●ダイナム佐野高萩店 ……………………日用品・食品等  段ボール10箱
●こくみん共済coop佐野・足利地区共済会……タオル　140本
●本光寺……………………………………食品　段ボール13箱
●佐野中央ライオンズクラブ ……………ポータブル電源　1台・

ボールペン　100本
●佐野ロータリークラブ …………………中古自転車　9台
●匿名………………………………………紙オムツ・パッド　5袋

寄付物品（敬称略）

ご寄付ありがとうございました

※１月１日から３月３１日までに寄付された方々です。なお、掲載を希望されない方については、掲載しておりません。

皆様から頂いたご寄付は地域福祉の推進のため、様々な事業で活用させていただきます。

福
祉
に
関
す
る
題
材
で
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

普
段
の
生
活
の
中
で
感
じ
た
福
祉
の
心
を
標
語

に
よ
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
受
付
締
切
　
10
月
11
日
㈮
（
必
着
）

●
対
象
者
　
市
内
に
在
住
の
市
民
、
市
内
に
通
勤
、
通
学
す
る

社
会
人
及
び
高
校
生
以
上
の
方

●
応
募
方
法
　
応
募
作
品
は
１
人
１
編
ま
で

　
　
窓
口
に
設
置
す
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募

す
る
ほ
か
、
次
の
方
法
に
よ
り
応
募
で
き
ま
す
。

　︻
応
募
用
紙
が
無
い
場
合
︼

白
紙
に
楷
書
で
左
記
の
必
要
事
項
を
明
記
す
る
。
直
接
窓
口
へ

申
し
込
む
か
、郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会 

田
沼
支
所

〒
３
２
７-

０
３
２
３ 

佐
野
市
戸
奈
良
町
１
番
地
１

田
沼
中
央
公
民
館
内  

Ｆ
Ａ
Ｘ
（62）
５
６
９
５

　︻
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
︼

左
記
の
必
要
事
項
を
入
力
の
う
え
、
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
送
信

く
だ
さ
い
。

　
　hyougosano@

sanoshakyo.or.jp

●
窓
口
　
佐
野
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、田
沼
支
所
、葛
生
支
所
、

茂
呂
山
・
田
之
入
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
表
彰
　
最
優
秀
賞
１
名
、
優
秀
賞
５
名
（
賞
状
及
び
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
。）

●
詳
し
く
は
、本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

最
優
秀
賞
作
品
は
本
会
事
業
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
田
沼
支
所
☎
（61）
１
１
３
９

必要事項

●
福
祉
標
語
（
１
編
） 

　

●
氏
名
（
ふ
り
が
な
）  

●
生
年
月
日 

●
電
話
番
号

●
住
所
（
市
外
の
方
は
通
勤
・
通
学
先
を
併
記
し
て

く
だ
さ
い
。
）

募 

集

福
祉
標
語
を
　
　
　
し
ま
す

令和
６年度令和
６年度

差
し
伸
べた  

そ
の
手
に
伝
わ
る  

あ
り
が
と
う

令
和
５
年
度
　
最
優
秀
賞
作
品

　
１
月
24
日
㈬
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

に
て
第
19
回
佐
野
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
第
１
部
式
典
は
、
佐
野
市
長
表
彰
の
ほ
か
、

本
会
で
は
、
市
内
小
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
よ

り
福
祉
作
文
最
優
秀
賞
受
賞
者
４
名
、
市
内
在
住

あ
る
い
は
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上

の
方
よ
り
、
福
祉
標
語
最
優
秀
賞
受
賞
者
１
名
、

本
会
事
業
推
進
功
労
者
と
し
て
２
団
体
他
１
名
、

高
額
寄
付
者
と
し
て
７
団
体
２
名
他
の
方
を
表
彰

し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
第
２
部
は
、
N
P
O
法
人
　
福
聚
会
　
石
綱
秀

行
氏
に
よ
る
「
我
が
ご
と
ま
る
ご
と
助
け
合
い
の

地
域
を
目
指
し
て
！
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
身
近
な
活
動
に
、
来
場
者
も
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受賞
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み
ん
な
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

城
北
小
学
校　

二
年

林は
や
し

　
　
舞ま

お桜

　

「
今
日
の
帰
り
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
ね
。
」

　

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
月
に
一
回
言
う
セ

リ
フ
で
す
。
と
な
り
に
す
ん
で
い
る
わ
た
し
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
毎
日
と
う
下
校
を
見
ま
も
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
み
ん
生
い
い
ん
を
や
っ
て
い

て
、
月
に
一
回
会
ぎ
に
行
き
ま
す
。
そ
の
時
間
が
わ

た
し
の
下
校
の
時
間
と
か
さ
な
る
の
で
、
そ
の
日
は

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
来
て
く
れ
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
下
校

を
見
ま
も
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
下
校
は
学
年
に

よ
っ
て
時
間
が
ち
が
う
の
で
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
が
交
た
い
で
見
ま
も
り
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
こ
ま
っ
て
い
る
子
や
元
気

の
な
い
子
が
い
る
と
、

「
ど
う
し
た
の
？
大
じ
ょ
う
ぶ
？
」

と
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
見
ま
も
っ
て
く
れ
て
い
る

人
た
ち
の
お
か
げ
で
、
わ
た
し
た
ち
は
あ
ん
心
し
て

歩
い
て
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

会
ぎ
か
ら
帰
っ
て
き
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

「
み
ん
生
い
い
ん
っ
て
、
な
に
を
し
て
い
る
の
？
」

と
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

「�

地
い
き
の
人
の
そ
う
だ
ん
あ
い
手
に
な
っ
て
、
地

い
き
の
ふ
く
し
と
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
る
ん
だ
よ
。
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
人
ぐ
ら
し
の
高
れ
い
し

ゃ
が
、
元
気
に
す
ご
せ
て
い
る
か
よ
う
す
を
見
に
行

っ
て
、
こ
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
話
を
聞
く

そ
う
で
す
。
せ
ん
も
ん
の
人
に
れ
ん
ら
く
を
し
て
、

来
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

　

あ
つ
い
日
も
さ
む
い
日
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。
た

い
へ
ん
じ
ゃ
な
い
か
聞
い
て
み
た
ら
、

「�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
と
、
あ
り
が
と
う
と

言
わ
れ
て
元
気
を
も
ら
う
よ
。
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
み
た
い
と
い
う
気

も
ち
に
な
り
ま
し
た
。
だ
れ

か
の
お
手
つ
だ
い
し
て
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。
元
気
を
も

ら
っ
て
え
顔
に
な
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
元
気
を

あ
た
え
た
り
元
気
を
も
ら
っ

た
り
し
て
、
み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

「�

自
分
で
は
す
ぐ
に
た
す
け
ら
れ
な
く
て
も
、
だ
れ

か
に
つ
た
え
た
り
す
る
こ
と
で
た
す
け
る
こ
と
も

で
き
る
ん
だ
よ
。
」

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

声
を
か
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
小
さ
な
こ

と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
だ
い
一
歩
を
は
じ
め
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
や
高
れ
い
し
ゃ
、
み
ん
な

が
地
い
き
の
ふ
く
し
と
つ
な
が
っ
て
、
あ
ん
心
で
し

あ
わ
せ
に
生
活
で
き
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
わ

た
し
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
、
心
か
ら
「
い
つ
も
あ
り
が

と
う
」
と
つ
た
え
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
わ
が
広
が
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
３
・
４
年
生
の
部

身
近
な
福
祉

旗
川
小
学
校　

四
年

山や
ま
ね根

　
波は

る

き
瑠
貴

　

ぼ
く
は
、
し
ょ
う
害
者
福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
し
ょ
う
害
者
福
祉
と
は
、

「
し
ょ
う
害
の
あ
る
方
が
自
ら
の
望
む
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
え
る
」
と
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
言
葉
に
す
る
と
、
難
し
く
感
じ
ま
し
た
。
し

令
和
５
年
度 

児
童
・
生
徒

福
祉
作
文
最
優
秀
作
品

　市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
日
常
生
活

や
学
校
生
活
の
中
で
、
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
福
祉
作
文
を
募
集
し

ま
し
た
。
９
６
８
作
品
に
の
ぼ
る
応
募
が
あ
り
、
各
区
分

ご
と
に
最
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
　
　（敬
称
略
）

小
学
校
１
・
２
年
生
の
部
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か
し
、
ぼ
く
の
身
近
に
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
一
年
生
の
と
き
か
ら
週
に
二
回
、
放
課

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
い
ま
す
。
学
校
が
終
わ

っ
た
後
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
人
が
迎
え
に
来
ま
す
。

宿
題
の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
れ
た
り
、

手
を
使
う
作
業
を
す
る
と
き
に
手
伝
っ
て
く
れ
た
り

し
ま
す
。
ぼ
く
は
み
ん
な
と
同
じ
こ
と
を
一
緒
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
初
め

は
な
ん
で
自
分
だ
け
通
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
で
は
、
で
き
る
こ
と
が
少

し
ず
つ
多
く
な
っ
て
、
友
達
も
増
え
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
先
生
た
ち
は
、

意
味
を
理
解
で
き
る
ま
で
何
度
も
説
明
し
て
く
れ
ま

す
。

　

ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
ぼ
く
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
手
助
け
し
て
も
ら
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
自
分
が
経
験
し
て
い
る
こ
と
が

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
、
福
祉
に
関
わ
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
福
祉
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
知
っ
て
い
ま

す
。
ぼ
く
が
通
っ
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
も

安
心
し
て
通
わ
せ
ら
れ
る
か
ら
、
あ
り
が
た
い
と
話

し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
こ

と
が
は
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
お
母
さ
ん
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
福
祉
サ

ー
ビ
ス
が
使
え
る
こ
と
は
、
ま
わ
り
の
人
に
も
知
っ

て
も
ら
っ
て
い
た
方
が

い
い
の
よ
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
考
え
方
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
な
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
も
い
ろ
ん
な
人

た
ち
に
支
え
て
も
ら
い

な
が
ら
日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
ど
ん
な
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
の
か
、
今
ま
で

は
よ
く
分
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、

ぼ
く
だ
け
が
な
ん
で
み
ん
な
が
行
か
な
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
通
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
し
、
ぼ
く
も
み
ん
な
と
同
じ
学
童
に
通

い
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
今
は
ち
が
い
ま
す
。
ぼ
く
が
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
行
き
始
め
て
か
ら
、
思
っ
て
い
ま
し
た
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

「
手
先
が
上
手
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ね
。
」

と
、
ほ
め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
ぼ

く
も
そ
う
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
う
い
う
う
れ
し
さ
を
広
め
た
い
。
ま

た
、
身
近
な
福
祉
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

福
祉
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
支
え
で
成
り
立
つ

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ

っ
て
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
ぼ

く
は
、
身
近
な
福
祉
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

自
分
で
も
、
学
ん
だ
り
し
て
い
き
た
い
で
す
。

小
学
校
５
・
６
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
の
妹

犬
伏
東
小
学
校　

六
年

栗く
り
き城

　
真ま

ひ
ろ陽

　

私
の
妹
は
、
自
閉
症
で
、
重
度
の
障
が
い
を
も
っ

て
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
成
長
が
ゆ
っ
く
り
で
、
会

話
を
し
た
り
、
思
う
よ
う
に
歩
い
た
り
、
走
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
保
育
園
や
幼

稚
園
に
は
通
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
、

障
が
い
の
あ
る
人
が
り
ょ
う
育
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
場
所
へ
毎
日
通
っ
て
い
ま
す
。

　

り
ょ
う
育
と
は
、
障
が
い
を
も
つ
子
供
が
社
会
的

に
自
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
医
り
ょ

う
と
保
育
の
こ
と
で
す
。
妹
は
、
一
才
半
の
こ
ろ
か

ら
り
ょ
う
育
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、

妹
は
と
て
も
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、
日
々
成
長
し
続
け

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
私
の
名
前
を
覚
え
て
呼
ん
で
く
れ
た
の

は
四
才
、
五
才
に
は
く
つ
を
は
い
て
少
し
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
ス
プ
ー
ン
を
使
っ
て
自
分
で
ご
飯

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
て
、
私
は
毎
回
「
障
が
い
が
あ
っ
て

も
、
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
て
、
と
て
も

す
ご
い
な
。｣

と
思
い
ま
す
。
妹
の
こ
の
成
長
は
り
ょ

う
育
と
い
う
福
祉
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
福
祉
と
は
何
か
を
詳
し
く
知
ら
な
い
人

が
世
の
中
に
は
い
っ
ぱ
い
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
身
の
回
り
の
福
祉
に
つ
い
て
少
し
調
べ
て
み
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
も
と
も
と
は
建
築
用
語
と
し
て
、
道
路
や
建
築

物
の
入
口
の
段
差
な
ど
の
物
理
的
な
障
壁
の
除
去
と

い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
で

は
、
障
が
い
が
あ
る
人
や
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
人
の
社
会
参
加
を
困
難
に
し
て
い
る
す
べ

て
の
分
野
で
の
障
壁
の
除
去
と
い
う
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
の
中
で

直
面
し
て
い
る
バ
リ
ア
（
障
壁
）
に
は
次
の
四
つ
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

一
つ
目
は
、
物
理
的
な
バ
リ
ア
で
す
。
こ
れ
は
、
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公
共
交
通
機
関
、
道
路
、
建
物
な
ど
に
お
い
て
、
利

用
者
に
移
動
面
で
困
難
を
も
た
ら
す
物
理
的
な
バ
リ

ア
の
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
制
度
的
な
バ
リ
ア
で
す
。
社
会
の
ル

ー
ル
や
制
度
に
よ
っ
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
能
力

以
前
の
段
階
で
機
会
の
均
等
を
奪
わ
れ
て
い
る
バ
リ

ア
の
こ
と
で
す
。　

　

三
つ
目
は
、
文
化
・
情
報
面
で
の
バ
リ
ア
で
す
。

情
報
の
伝
え
方
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
必
要
な

情
報
が
平
等
に
得
ら
れ
な
い
バ
リ
ア
の
こ
と
で
す
。

　

四
つ
目
は
、
意
識
上
の
バ
リ
ア
で
す
。
周
囲
か
ら

の
心
な
い
言
葉
、
偏
見
や
差
別
、
無
関
心
な
ど
の
、

障
が
い
の
あ
る
人
を
受
け
入
れ
な
い
バ
リ
ア
の
こ
と

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
の
妹
の
こ
と
と
、
障
が
い
の
あ

る
人
が
直
面
し
て
い
る
四
つ
の
バ
リ
ア
に
つ
い
て
た

く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
身
の
回
り
の
福
祉
に
つ
い
て
知
り
、

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
広
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
部

一
冊
の
本
か
ら
学
ん
だ
こ
と

葛
生
義
務
教
育
学
校　

九
年

戸と
さ
か坂

　
梨り

か花

　

皆
さ
ん
は
、
「
音
声
ガ
イ
ド
」
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
私
は
、
映
画
鑑
賞
が
趣
味
な
の
で
、
Ⅾ
Ⅴ
Ⅾ
を

借
り
て
き
て
は
、
家
で
も
観
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に

初
め
て
音
声
ガ
イ
ド
と
い
う
存
在
を
知
り
ま
し
た
。

気
に
な
っ
た
の
で
、
音
声
ガ
イ
ド
を
付
け
て
み
る
と
、

驚
い
た
こ
と
に
人
物
の
動
き
や
情
景
な
ど
、
一
つ
一

つ
の
情
報
を
、
全
て
言
葉
で
説
明
し
だ
し
た
の
で
す
。

私
は
す
ぐ
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

（
き
っ
と
音
声
ガ
イ
ド
は
視
覚
障
害
者
の
方
が
利
用

す
る
も
の
だ
。
）　

と
。
だ
か
ら
今
度
は
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
音
声
ガ
イ
ド

を
頼
り
に
、
映
画
を
観
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
な

か
な
か
説
明
さ
れ
た
情
報
を
う
ま
く
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
て
、
途
中
で
断
念
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
、
目
が
見
え
な
い
生
活
は
怖
く
な
い
の
か
と
疑

問
に
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
何
も
状
態
が
分
か

ら
ず
、
い
つ
も
よ
り
耳
に
入
っ
て
く
る
音
が
大
き
く

聞
こ
え
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
疑
問
を
解
決
し
て
く
れ
た
の
は
、
小
学
五
年

生
の
時
に
出
会
っ
た
「
見
え
な
く
て
も
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
？
」
と
い
う
本
で
し
た
。
こ
の
本
は
、
目
が
不
自

由
な
お
兄
さ
ん
が
迷
子
の
女
の
子
を
助
け
て
あ
げ
る

お
話
で
す
。
視
覚
障
害
者
の
方
が
感
じ
て
い
る
世
界

が
表
現
さ
れ
た
本
で
す
が
、
そ
の
表
現
の
中
で
も
、

印
象
に
残
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

「�

だ
れ
で
も
ぜ
ん
ぶ
見
え
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん

だ
よ
。
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
私
は
、
こ
の
言
葉
の
お
か
げ
で
、

視
覚
障
害
者
の
方
々
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
確
か
に
お
兄
さ
ん
は
、
目
を
使
わ

ず
、
聴
覚
や
嗅
覚
で
周
囲
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
私
に
は
、
聴
覚
と
嗅
覚
を
使
っ
て
認

識
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

と
お
兄
さ
ん
の
見
る
＝
感
じ
る
世
界
は
、
少
し
違
い

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
素

敵
な
世
界
で
す
。
も
し
、
こ
の
言
葉
に
出
会
わ
な
か

っ
た
ら
、
今
で
も
目
が
見
え
な
い
生
活
は
怖
く
て
か

わ
い
そ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
お
兄
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
目
で
は
な
く
他
の
所
で
補
え
ば
、
見
る
こ
と

が
で
き
る
ん
だ
よ
と
。

　

そ
れ
か
ら
生
活
し
て
い
く
中
で
、
少
し
ず
つ
意
識

す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
歩
い
て
い
る
と

き
に
、
な
る
べ
く
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
を
避
け
る
よ

う
に
し
た
り
、
点
字
辞
書
に
触
れ
て
み
た
り
な
ど
、

些
細
な
こ
と
で
す
が
、
意
識
し
続
け
る
こ
と
で
、
誰

か
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
些
細
な
思
い
や
り
で
誰
か
を
救
い
、
助

け
合
え
る
社
会
に
な
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き
本
当
の
福

祉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
生
活
で
も
、
些
細
な
思
い
や
り
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
誰
か
に
と
っ
て
の
光
に
な
れ

た
ら
嬉
し
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
4
作
品
の
ほ
か
、
優
秀
賞
14

作
品
を
掲
載
し
た
作
品
集
「
青
空
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

市
内
小
・
中
学
校
を
は
じ
め
、
図
書
館
・
地
区
公
民
館

等
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。（https://w

w
w
.sanoshakyo.

or.jp

）
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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10月1日～12月31日

皆様からのご支援ご協力によりお寄せいただきました、令和5年度

募金の最終総額は、１０,６１６,０６６円  になりました。

　募金は佐野市や栃木県内の子どもたち、高齢者、障がい者などを支援する
福祉活動や、災害時の被災者支援活動のほか、佐野市内で福祉活動をしてい
る団体への活動費、イベントへの助成、社会福祉施設や地域住民による福祉
活動支援など「じぶんの町を良くするしくみ」に活用されます。

　市内で住民の皆様が取り組まれている地域福祉活動への支援や各種福祉
サービスを、さらに充実させるために活用します。

赤い羽根共同募金運動実績について

令和5年度

令和5年度

佐野市社会福祉協議会会員募集について
皆様に加入いただきました、令和 5年度

会員会費の最終総額は、１０,３９０,３００円になりました。

ご協力
ありがとう
ございました。

運動期間

ご協力ありがとう
ございました。

生活支援コーディネーターはこんな活動をしています！

福祉活動推進員も活動しています！！

・地域の情報（福祉サービスや支え合い活動等）を集めます
・地域の情報（福祉サービスや支え合い活動等）を伝えます
・地域活動（居場所づくりや生活支援活動等）を支援します
・担い手（ボランティア等）の育成をします
・地域に必要な資源（課題解決のためのサービス等 )
  を創出します

お手伝いをします！

佐野市社会福祉協議会では高齢者が住み
慣れた地域で自分らしく安心して暮らし続
けられるよう、生活支援コーディネーター
を配置しています。

地域における福祉活動の活性化を図るため、福祉活動推進員を配置しています。
住民に近い関係で、住民の方の暮らしや地域の支えあいの状況を聞き取りするなど情報収集し、
生活支援コーディネーターとも連携をしながら、地域の福祉活動に必要なことを探していきます。

生活支援
コーディネーターが

地域づくりの

情報紙の
発行

講座の
開催

「こんな助け合いをやっているよ」、「こんなお手伝いができるよ」
などの情報をぜひ生活支援コーディネーターにお寄せください！

地域の方が集まる

場におじゃまして、

情報の収集や提供

【お問合せ先】　地域福祉推進係　☎ （２２）８１３６

生活支援コーディネーター 齋藤 

【お問合せ先】
地域福祉推進係

☎ （８６）８８４４

福祉活動推進員 片柳 
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活動内容：金融機関での払戻、利用者宅または関連施設への訪問、
　　　　　関係機関への支払い 等

活動時間：月曜日～金曜日、1回 1時間程度
※銀行や利用者の所には、自家用車で行っていただき
　ます。

活動報酬：1回 1,000 円

問合せ先　☎ （21）5330　　生活支援係  担当：五味田・今井問合せ先　☎ （21）5330　　生活支援係  担当：五味田・今井

＊月1～2回の活動をお願い

していますが、月1回の活

動でも大丈夫です。

＊現在21名の方が活躍中

(男性2名・女性19名)です。

募 集募 集募 集募 集
しています！！

　高齢者の方・障がいのある方が安心して生活ができる
よう、日常的な金銭管理等のお手伝いをする「あすてらす
(日常生活自立支援事業 )」を行っています。
　現在、日常生活のお手伝いをする生活支援員を募集
しています。
　あすてらすや生活支援員については、担当より丁寧に
説明させていただきます。
まずは、お気軽にお問合せください。

生活
支援員を

巡回バスについて
高齢者福祉センター

５月・６月・７月の巡回バス運行予定はつぎのとおりです

《各コース停留所および時刻表はホームページ、または各施設で配布するチラシをご覧ください。》

田之入老人福祉センター発着バスは、館内大広間空調設備が整い次第、運行を予定しております。 
その間、全便が茂呂山老人福祉センター発着となります。あらかじめご了承ください。
皆様のご利用を職員一同、心よりお待ちしております！  

おしらせ

令和６年５月からの、
茂呂山老人福祉センター
発着バスの
運行予定表です。

施設名
5月 6月 7月

南巡回コース 
（水曜日）

東巡回コース 
（木曜日）

西巡回コース 
（土曜日）

南巡回コース 
（水曜日）

東巡回コース 
（木曜日）

西巡回コース 
（土曜日）

南巡回コース 
（水曜日）

東巡回コース 
（木曜日）

西巡回コース 
（土曜日）

田之入老人福祉センター 
☎（22)3991

運行見合わせ
大広間整い次第再開

運行見合わせ
大広間整い次第再開

運行見合わせ
大広間整い次第再開

茂呂山老人福祉センター 
☎（24)5500

1日・8日
15日

22日・29日

2日・9日 
16日 

23日・30日

11日 
18日・25日

5日・12日 
19日・26日

6日・13日 
20日・27日

1日・8日 
15日 

22日・29日

3日・10日 
17日 

24日・31日

4日・11日 
18日・25日

6日・13日 
20日・27日
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開催日

時　間 午後１時３０分～３時３０分（１回相談につき１５分程度）
会　場　 田沼中央公民館　保健センター相談室 他
予　約 田沼支所  ☎(61)1139　　※事前にご予約ください。

５月７日（火） 　　６月４日（火）　　 ７月２日（火）　　 ８月６日（火）
９月３日（火） 　１０月１日（火）　  １１月５日（火）　  １２月３日（火）

常設相談　月～金　午前８時３０分～午後５時
下記の窓口で常時実施しています。

田 沼 支 所 佐野市戸奈良町１‒１ 田沼中央公民館内 ☎（61）1139

葛生あくと保健センター内葛 生 支 所 佐野市あくと町３０８４ ☎（86）2940

佐 野 本 所 佐野市大橋町3212‒27 佐野市総合福祉センター内 ☎（22）8126（生活支援係）

令和6年

心配ごと相談

１月７日（火） 　  ２月４日（火）   　 ３月４日（火）令和7年

弁護士による無料相談（予約制）

※内容の一部変更や中止となる場合があります。

２．会　場 佐野市総合福祉センター
２階会議室
佐野市総合福祉センター
２階会議室

期　日 ６月２５日（火）６月２５日（火）
時　間 午後１時３０分～３時午後１時３０分～３時
会　場 佐野市総合福祉センター

２階会議室
佐野市総合福祉センター
２階会議室

内　容 認知症とは
認知症の方への対応
認知症とは
認知症の方への対応

定　員 3０人3０人
受講料 無料無料
申込期限 ６月２１日（金）まで６月２１日（金）まで
申込・問合せ 地域包括支援センターさの社協

☎（２２）８１２９
地域包括支援センターさの社協
☎（２２）８１２９

５．申込期限 開催日の３日前
（土日祝日除く）まで
開催日の３日前
（土日祝日除く）まで

６．申込・問合せ
地域包括支援センターさの社協
☎（22）8129
地域包括支援センターさの社協
☎（22）8129

３．時　間 午後１時３０分～２時３０分午後１時３０分～２時３０分

４．定　員 各回 3０人（申込順）各回 3０人（申込順）

－ 超高齢社会も怖くない ー

介護に関するミニ知識と簡単にできる体操などの
講座を開催します。お気軽にご参加ください。

～認知症について学び、地域で支え合いましょう～

認知症サポーター
養成講座

受講された方にはサポーターの証
「認知症サポーターカード」をお渡しします。

受講者募集１．期日及び内容

「認知症サポーター」は、何か特別なことを
する人たちではありません。認知症を正しく
理解し対応方法を学ぶことで、認知症になっ
ても安心して地域で暮らせるよう、そっと見
守り、応援する人です。

期日期日

5月14日
（火）

6月25日
（火）

7月 9日
（火）

8月13日
（火）

認知症サポーター養成講座
（右側の記載内容）

～柔道整復師による～
介護予防体操

好評につき
～楽しく踊りましょう～

～何歳になっても歩ける体づくり～
佐野市ハツラツ元気体操

１． ミニ知識や介護予防体操１． ミニ知識や介護予防体操 2． 茶話会及び
　　高齢者相談会
2． 茶話会及び
　　高齢者相談会

気軽に

※１回の受講でも
　参加できます。

相 談

質 問 



令和６年５月１日 第77号さの社協だより （12）

一　　　　般

地域福祉に
関する
事務事業に
従事します。

平成元年４月２日以降に生まれた方で、普通自動車免許を有する方
昭和54年４月２日以降に生まれた方で、社会福祉士の資格及び普通
自動車免許を有する方

昭和54年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格及び普通自動車
免許を有する方
昭和54年４月２日以降に生まれた方で、主任介護支援専門員の資格
及び普通自動車免許を有する方

若干名

若干名

若干名

若干名
試験区分 受 験 資 格採用予定人員 業務内容

◆試験日・会場
　【第1次試験】６月22日（土）
　○一般区分…………≪適性検査・教養試験≫
　○社会福祉士・保健師・主任介護支援専門員区分
　　……………………≪適性検査≫
　　佐野市総合福祉センター（大橋町）で行います。
　　詳しくは、職員採用試験案内をご覧ください。
　【第2次試験】……≪小論文・口述試験≫
　　詳しくは、対象者に文書で通知します。
◆試験案内・受験申込書配布場所
　本会ホームページ（https://www.sanoshakyo.or.jp/）
　からダウンロードしてください。
　佐野市総合福祉センター（大橋町）、田沼支所（田沼
　中央公民館内）、葛生支所（葛生あくと保健センター内）
　でも配布いたします。

◆申込方法　
　受験申込書に84円切手（受験票送付用）を同封の上、佐野市
　総合福祉センター窓口へ持参または郵送で｢社協職員受験申込」
　と朱記し、簡易書留等確実な方法でお送りください。

◆受付期間　
　５月１日（水）～５月31日（金）（当日消印有効）
　（土日・祝日は窓口での受付は行いません。）
◆採用の時期
　令和６年９月１日採用予定

保　健　師

社会福祉士

主任介護支援
専門員

社会福祉法人 佐野市社会福祉協議会

職員採用試験のお知らせ
地域福祉の推進に
熱意と意欲

のある方を
募集します。

◆申込先　
　　〒327-0003　佐野市大橋町3212番地27
　　佐野市総合福祉センター内
　　社会福祉法人　佐野市社会福祉協議会
　　総務福祉課法人経営係　☎ (22) 8100

※詳しくは、職員採用
　試験案内をご覧ください。

令和6年
9月採用
令和6年
9月採用

2024

参
加
団
体
募
集

自
分
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
﹁
ふ
く
し
に
関
す
る
活
動
﹂
に
つ
い
て
︑

地
域
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
？

　
10
月
27
日 

（日）
　
午
前
10
時
〜

(

会
場)

　
旧
佐
野
市
立
葛
生
小
学
校

「
ふ
く
し
に
関
す
る
活
動
や
地
域
貢
献
活
動
」
を
行
っ
て

い
る
団
体
等
が
、
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
通
し
て
、

地
域
の
人
た
ち
に
紹
介
す
る
。

　※

詳
し
い
内
容
は
今
後
、
参
加
者
・
団
体
で
構
成
す
る
会
議
で

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
● 

市
内
で
活
動
し
て
い
る
、
福
祉
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
。

　
● 

市
内
で
、「
S
D
G
ｓ
」
や
「
地
域
貢
献
」
に
関
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
等
。

　※

飲
食
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
活
動
で
、
飲
み
物
や
食
品

の
提
供
ま
た
は
販
売
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
み
可
能
、
調
理
食
事

に
つ
い
て
は
、
営
業
許
可
を
取
っ
て
い
る
団
体
の
み
可
能
。

　
５
月
31
日

　
◆
詳
し
く
は
、お
電
話
ま
た
は
窓
口
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

地
域
福
祉
推
進
係 

☎
(22)
８
１
３
６

日
時

会
場

内
容

募
集
対
象

募
集
期
限

※

な
お
、
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
は
、
後
日
行
い
ま
す
。

（金）


